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いたの子どもフェスティバル
　「第19回いたの子どもフェスティバル」が
８月27日（日）、板野町文化の館で行われま
した。
　さくらホールでのバルーンショーを始め、
ミニチュア列車の試乗や親子ふれあいコー
ナー、お楽しみコーナーなど民生児童委員
協議会の方やボランティアの方の協力もあ
り、子どもたちが楽しめる催しがたくさん
ありました。夏休み最後の日曜日となった
この日、親子でふれあい笑顔いっぱいの楽
しい思い出ができました。
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

当
初
か
ら
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、「
誠

心
誠
意
、町
民
の
た
め
に
誠
実
に
、

公
正
無
私
の
立
場
で
汗
を
流
す
」

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
信
条
に
基
づ
き
ま
し
て
、

三
期
目
に
お
き
ま
し
て
も
、
常
に

住
民
目
線
か
ら
捉
え
た
町
政
運
営

を
念
頭
に
、「
未
来
を
見
す
え
る
確

か
な
町
づ
く
り
」を
実
践
し
て
行

く
た
め
、
引
き
続
き
義
務
教
育
終

了
ま
で
の
医
療
費
の
無
償
化
・
幼

稚
園
授
業
料・保
育
料
の
無
料
化
、

給
食
費
の
半
額
補
助
な
ど
子
育
て

支
援
策
の
継
続
、
ま
た
、
道
の
駅

開
業
に
取
り
組
む
べ
く「
い
た
の

再
興《
最
高
》新
南
海
道
戦
略
」の

推
進
と
、
安
全
安
心
対
策
の
た
め

今
春
に
策
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
板
野
町
国
土
強
靱
化
地
域

計
画
の
推
進
、
な
ど
を
重
要
施
策

と
し
、
さ
ら
な
る
進
化
躍
進
の
た

め
邁
進
し
て
参
る
所
存
で
す
。

　
三
期
目
の
主
な
重
点

施
策
や
事
業
は
ど
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
か

A

※

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

　
一
期
目
・
二
期
目
で
も
重
点
施

策
と
し
て
、
各
種
事
業
を
展
開
し

ま
し
た
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い

て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
徳
島
県
が
、
七
月
二
十
五
日
に

公
表
し
た
中
央
構
造
線
活
断
層
地

震
に
よ
り
ま
す
被
害
想
定
の
な
か

で
、
町
内
の
七
割
以
上
の
三
千
八

百
棟
の
家
屋
が
全
壊
・
半
壊
、
ま

た
、
最
大
で
死
者
百
七
十
名
、
負

傷
者
五
百
六
十
名
、
発
災
一
週
間

後
の
避
難
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、

約
四
千
四
百
名
に
上
る
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

Q

　
ご
当
選
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
初
め
て

の
無
投
票
で
の
三
選
と

な
り
ま
し
た
が
、
今
の

ご
心
境
や
ご
感
想
を
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。

A
私
に
と
り
ま
し
て
は
、
今
回
で

四
度
目
の
町
長
選
挙
と
な
り
ま
し

た
。
今
ま
で
は
激
し
い
選
挙
戦
が

続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
住
民
の

皆
様
方
や
町
議
会
と
の
対
話
を
進

め
、
町
内
の
融
和
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
無
投
票
と
い
う
結
果

は
、
取
り
も
直
さ
ず
、
議
員
各
位

並
び
に
町
民
の
皆
様
方
の
温
か
い

ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る

と
強
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
二
期
八
年
を
通
し
て
積

み
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

Q

　
八
月
一
日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た

町
長
選
挙
で
、
玉
井
孝
治
氏
が
無

投
票
で
三
選
を
果
た
さ
れ
ま
し

た
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、

少
子
高
齢
化
や
防
災
減
災
対
策
な

ど
、
板
野
町
は
、
多
く
の
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。

　
三
期
目
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
、

玉
井
町
長
に
板
野
町
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
決
意
と
抱
負
を
伺
い
ま
し

た
。

各
種
施
策
や
事
業
が
、
町
民
の
皆

様
方
か
ら
、
一
定
の
ご
評
価
を
い

た
だ
け
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て

も
、大
変
感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
併
せ
ま
し
て
、
い
ま
ま
で
の
八

年
間
で
、
幅
広
く
議
員
各
位
並
び

に
町
民
の
皆
様
か
ら
お
聞
き
し
ま

し
た
私
へ
の
温
か
い
ご
指
導
や
ご

助
言
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
、
板
野
町
行
財
政
の
舵
取
り
役

を
仰
せ
つ
か
っ
た
な
か
で
、
充
分

に
反
映
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
政
治
信
条
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
す
か

A
私
の
政
治
信
条
は
、
一
期
目
の

Q

三
期
目
の
就
任
ご
あ
い
さ
つ  　

板
野
町
長　

玉 

井　

孝 

治

　

防
災
・
減
災
対
策
に
向
け
て

　
　
　

皆
様
と
共
に
歩
む　

町
づ
く
り
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

手
農
家
に
対
し
て
は
、
海
外
販
路

の
開
拓
な
ど
、
で
き
る
だ
け
支
援

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

※
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
私
が
、
特
に
力
を
入
れ
た
施
策

の
一
つ
が
、
子
育
て
支
援
策
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
、
幼
・
保
育
料
の
完
全
無
料

化
な
ど
で
十
五
年
ぶ
り
に
人
口
増

加
を
達
成
で
き
た
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
、
更

に
充
実
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

※
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

　
本
町
で
は
昨
年
度
か
ら
、
高
齢

者
の
皆
様
の
外
出
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
七
十
五

歳
以
上
の
方
に
高
齢
者
外
出
支
援

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業
を
実
施

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
金
融
機
関
に
行
か
な
く

て
も
、
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
を
利

用
し
て
、
税
金
や
使
用
料
を
納
め

て
い
た
だ
け
る
コ
ン
ビ
ニ
収
納
、

そ
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

あ
れ
ば
住
民
票
や
印
鑑
証
明
な
ど

を
取
得
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事

業
な
ど
、
高
齢
者
に
優
し
い
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
は
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
す
か

A
今
私
が
申
し
上
げ
ま
し
た
、
こ

れ
ら
の
施
策
や
事
業
を
実
施
さ
せ

る
に
は
、
安
定
的
な
財
源
の
確
保

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
引
き
続
き
、
切
り
詰

め
る
べ
き
箇
所
は
大
胆
に
切
り
詰

め
、
行
政
経
費
の
節
減
に
努
め
、

今
後
も
自
立
可
能
な
安
定
的
町
財

政
の
存
続
を
念
頭
に
入
れ
、
行
財

政
改
革
を
進
め
て
参
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
併
せ
て
健
全
な
町
政
運
営
を
進

め
る
た
め
に
は
、
貴
重
な
自
主
財

源
と
な
る
税
収
を
伸
ば
し
て
い
く

こ
と
が
非
常
に
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
管
理
職
員
な
ど

に
よ
る
町
内
の
一
斉
訪
問
徴
収
に

つ
い
て
も
、
財
源
の
確
保
と
税
負

担
の
公
平
性
か
ら
も
、
引
き
続
き

Q

託
を
受
け
た
四
年
間
で
、
現
在
進

め
て
お
り
ま
す「
道
の
駅
」の
建
設

を
含
め
、
行
政
執
行
に
あ
た
っ
て

は
、町
民
の
皆
様
の
生
活
を
守
り
、

町
の
発
展
の
た
め
に
、
よ
り
分
か

り
や
す
い
町
政
と
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
た
事
務
事
業
の
遂
行
に
、
一

層
尽
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
私
の
政
治
信
条
で
あ

り
ま
す「
誠
心
誠
意
、
町
民
の
た

め
に
誠
実
に
、
公
正
無
私
の
立
場

で
汗
を
流
す
」を
基
本
と
し
、
町

の
発
展
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
み

な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、私
は
、職
員
に
対
し
て
、

一
人
ひ
と
り
が
、
親
切
・
丁
寧
に

住
民
目
線
に
た
っ
た
、
き
め
細
や

か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
対
応
を
求

め
て
参
り
ま
し
た
。

　
自
分
の
担
当
部
署
だ
け
に
と
ら

わ
れ
た
仕
事
を
せ
ず
に
、幅
広
く
、

総
合
的
な
観
点
で
、
住
民
の
皆
様

方
に
ご
奉
仕
の
で
き
る
職
員
の
育

成
を
図
り
、
今
後
も
、
職
員
に
は

意
識
改
善
を
求
め
、
町
民
の
皆
様

に
対
し
て
、
対
話
と
触
れ
あ
い
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
町
民
の
ご
期

待
に
沿
う
こ
と
が
で
き
る
職
員
を

育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※�

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
事
務
事
業

の
遂
行

　
今
申
し
上
げ
ま
し
た
施
策
や
事

業
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
町
民
の
皆

様
方
か
ら
一
定
の
ご
評
価
を
い
た

だ
い
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た

見
直
し
や
改
善
が
必
要
と
判
断
し

た
も
の
は
、
創
意
工
夫
を
行
い
、

進
化
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
の
皆
様
か
ら
ご
負

　
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
避

難
者
の
安
全
確
保
の
た
め
の
町
指

定
避
難
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
町

民
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
な
ど
十
五

施
設
の
診
断
と
耐
震
補
強
を
進
め

る
と
と
も
に
、
死
者
ゼ
ロ
・
避
難

者
の
減
少
を
図
る
た
め
一
般
木
造

住
宅
の
耐
震
化
推
進
や
自
主
防
災

組
織
を
中
心
と
し
た
地
域
防
災
力

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

※�

平
成
三
十
二
年
春
に
完
成
予
定

の
道
の
駅
に
つ
い
て

　
産
直
市
や
観
光
拠
点
施
設
に
す

る
だ
け
で
な
く
、
防
災
対
策
の
核

と
な
る
施
設
と
し
、
避
難
所
や
災

害
物
資
の
運
搬
拠
点
と
し
て
の
活

用
や
、
防
災
倉
庫
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト

の
設
置
な
ど
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

※
基
幹
産
業
の
振
興

　
「
板
野
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
」

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
今
期
も
引
き
続
い

て
農
業
振
興
を
推
進
さ
せ
、
後
継

者
の
育
成
に
力
を
入
れ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
儲
か
る
農
業
で

な
け
れ
ば
若
い
世
代
の
就
農
は
難

し
く
、
あ
る
程
度
育
っ
て
き
た
若

３期目の初登庁をする玉井町長
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう  ●

　
八
月
十
九
日
、
二
十
日
の
両
日
、
第
十
四
回

全
国
中
学
生
弓
道
大
会
・
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
大
会
が
全
日
本
弓
道
連
盟

中
央
道
場（
東
京
都
明
治
神
宮
）で
開
催
さ
れ
、

団
体
戦
に
お
い
て
、
板
野
中
学
校
弓
道
部
女

子（
島
津
沙
也
花
選
手
、
寒
川
莉
衣
選
手
、
岡

本
晏
実
選
手
、
鴻
池
菜
花
選
手
）が
四
年
ぶ
り 

二
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
寒

川
莉
衣
選
手
が
個
人
戦
で
準
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

団
体
戦
に

は
、
全
国
か
ら

四
十
三
校
が
出

場
、
個
人
戦
に

は
四
十
三
名
の

選
手
が
出
場
し

ま
し
た
。

　
議
長
・
副
議
長
の
改
選
等
に
伴
い
、
常
任

委
員
会
委
員
及
び
一
部
事
務
組
合
議
員
の
構

成
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長

常
任
委
員

総
務
文
教
常
任
委
員
会
　

◎
吉
岡　
輝
昭　
　

 

○
水
口　
昭
彦

　
犬
伏　
博
昭　
　
　

 

天
羽　
生
美

　
髙
橋　
　
勲　
　
　

 

東
條　
昭
二

産
業
建
設
常
任
委
員
会
　 

◎
広
田　
勝
己　
　

 

○
石
田　
　
実

　
大
西　
正
一　
　
　

 

西
川　
　
有

　
髙
橋　
　
勲　
　
　

 

東
條　
昭
二

厚
生
常
任
委
員
会

◎
松
浦　
　
昶　
　

 

○
築
本　
重
視

　
奥
尾　
周
二

　
髙
橋　
　
勲　
　
　

 

東
條　
昭
二

議
会
運
営
委
員
会

◎
広
田　
勝
己　
　

 

○
松
浦　
　
昶

　
奥
尾　
周
二　
　

 　
築
本　
重
視

　
吉
岡　
輝
昭

一
部
事
務
組
合
議
員

板
野
西
部
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
組
合
議
会
議
員

髙
橋　
　
勲　
　
　
奥
尾　
周
二

松
茂
町
ほ
か
二
町
競
艇
事
業
組
合
議
会
議
員

水
口　
昭
彦　
　
　
奥
尾　
周
二

築
本　
重
視

板
野
西
部
消
防
組
合
議
会
議
員

髙
橋　
　
勲　
　
　
東
條　
昭
二

犬
伏　
博
昭　
　
　
奥
尾　
周
二

広
田　
勝
己

中
央
広
域
環
境
施
設
組
合
議
会
議
員

髙
橋　
　
勲　
　
　
東
條　
昭
二

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

玉
井　
孝
治

　
平
成
二
十
九
年
第
三
回
板
野
町
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
議
長
・
副
議
長
選
挙
が

行
わ
れ
板
野
町
議
会
第
三
十
五
代
議
長
に

髙
橋
勲
氏
、
同
じ
く
第
三
十
五
代
副
議
長

に
東
條
昭
二
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

第14回
全国中学生弓道大会

優　勝

　
板
野
町
建
設
業
協
会
様
か
ら
、

板
野
町
の
た
め
に
と
、
六
十
五
万

円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
厚
意
は
、

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

板
野
町
へ
の

ご
寄
付

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

議
　
長

髙
橋
　
　
勲　
氏（
六
十
八
歳
）

古
城
字
本
村
二
十
六
番
地　

 

昭
和
二
十
四
年
九
月
十
八
日　

副
議
長

東
條
　
昭
二　
氏（
七
十
六
歳
）

矢
武
字
南
川
窪
四
十
三
番
地
一

昭
和
十
六
年
四
月
二
十
四
日

板
野
町
議
会

議
長・副
議
長
選
挙
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診 ●

板
野
町
消
防
操
法
大
会 

結果

ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

優
　
勝
　
第
三
分
団

準
優
勝
　
第
一
分
団

　
九
月
十
日（
日
）板
野
町
田
園
パ
ー
ク
で
町
内
各
地
区

の
消
防
分
団
に
よ
る
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
分
団
か
ら
第
四
分
団
ま
で
が
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
ホ
ー
ス
な
ど
を
操
る
速
さ
と
巧
み
さ

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
第
三
分
団
は
来
年
の
郡
大
会
に
出
場
す

る
予
定
で
す
。

　
今
年
は
会
場
が「
ウ
ォ
ー
リ
ー
の

国
」に
！

　
親
子
で
好
き
な
仮
装
を
し
て
き
て

く
だ
さ
い
。

　
ウ
ォ
ー
リ
ー
を
探
し
た
り
、
ゲ
ー

ム
を
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

　
輪
投
げ
・
宝
探
し
・
こ
わ
ー
い
洞

窟
等
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
る
写
真

撮
影
も
あ
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
：
十
月
二
十
一
日（
土
）

　
　
　
午
前
十
時
～
十
二
時

場
所
：
藍
住
町
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

対
象
：�

板
野
郡
内
の
小
学
生
ま
で
の

子
ど
も
と
ご
家
族

定
員
：�

先
着
子
ど
も
百
二
十
名（
子

ど
も
の
み
の
参
加
は
不
可
）

申
込
受
付
：
十
月
二
日
～

申
込
先
：�
板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
六
九
三
ー
三
〇
三
三

優勝した第三分団の操法

板野東部ファミリー・サポート・センター

「ハロウィン交流会」のお知らせ

【
開
票
場
所
・
時
間
】

　
板
野
町
町
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
午
後
九
時
か
ら

期
日
前
投
票

○
衆
議
院
議
員
総
選
挙

　
（
小
選
挙
区
・
比
例
代
表
）

○
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　
十
月
十
一
日（
水
）～

二
十
一
日（
土
）

【
投
票
時
間
】

　
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
八
時

【
投
票
所
】

　
板
野
町
役
場
一
階

　
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

第
四
十
八
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

【
投
開
票
日
】　

十
月
二
十
二
日（
日
）

【
投
票
時
間
】　

午
前
七
時
〜
午
後
八
時

【
投
票
所
】投

票
区

投
　
票
　
所

大　
　
坂

板
野
東
小
学
校
大
坂
分
校
体
育
館

大
寺
第
一

板
野
東
小
学
校
体
育
館

大
寺
第
二

板
野
中
学
校
体
育
館

川　
　
端

川
端
老
人
憩
の
家

西

板
野
町
町
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
会
議
室

南

板
野
町
南
公
民
館
大
会
議（
体
育
）室

　
住
民
の
代
表
者
を
選
ぶ
、
大
切

な
選
挙
で
す
。
正
し
い
ル
ー
ル
を

守
っ
て
、
貴
重
な
一
票
を
投
じ
ま

し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

　
板
野
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
☎
六
七
二
―
五
九
八
〇

大事な投票、忘れずに！
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

しあわせの里まつり　～板野町養護老人ホーム～

町職員人事異動
(　)内は前職

【異動】９月１日付
　赤澤　志織　板野保育園保育士(板野南幼稚園教諭)

　例年恒例となっています「板野町養護老人ホーム祭～しあわせの
里まつり～」を本年も当ホームにおいて開催いたします。
　当日は屋内の会場でボランティアによります歌謡ショーや舞踊、
また、獅子舞などを披露いたします。
　模擬店では一品100円券でたこ焼きやうどん、ぜんざいなどを
販売いたします。また、任意価格によります手芸品等の販売も行い、
最後には空くじ無しの豪華景品もそろえての抽選大会を行います。
町内外を問わずたくさんの方のご来園をお待ちしていますので皆
様こぞって遊びにおい出てください。

お問い合わせ
板野町養護老人ホーム　☎６７２－００４８

　芸術・文化・実りの秋。
　板野町文化協会のみなさんが、この一年間の成果を一堂に会し、披露してくれます。
　作品や舞台を通して交流を深めてみませんか。

  ところ  　文化の館　　　  入場料  　無　料

　10月16日（月）から22日（日）までは「行政相談週間」です。
　行政相談週間は、行政相談制度を広く国民の皆さんにお知らせしてお気軽に
利用していただくために、総務省が、全国一斉に実施しているものです。
　板野町では、この行政相談週間に先立ち行政相談委員が、徳島行政評価事務
所の支援のもと、次のとおり行政相談所を開設します。
　役所の仕事について、「苦情がある」、「困っている」、「こうしてほしい」、「役所の
説明や対応に納得がいかない」、「どこに相談してよいか分からない」、「制度や仕
組みが分からない」など、お困りの場合はお気軽にご相談ください。
　相談は無料で、秘密は固く守られます。

お問い合わせ　文化の館　☎６７２－５８８８

日　時
１０月２１日（土）
午前１０時～午後２時

主な催し
(屋内)
　歌謡ショー、舞踊他
　抽選会･空くじ無し(１等賞自転車他)
(屋外)
　模擬店、展示即売

第33回　文化展
● ●
● ●

第21回　芸能祭
● ●
●

平成29年度　板野町文化祭

あなたの声をお聴きします　１０月１６日～２２日
＊ ＊ ＊　行 政 相 談 週 間　＊ ＊ ＊

行政相談所
日　時
　10月11日（水）
　午後１時30分〜４時

場　所
　板野町町民センター

担　当
　行政相談委員
　　大道　斉さん
　　多田　令修さん
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● ごみは町指定袋に入れて出しましょう  ●

8/27㈰

　９月２日（土）、「板野町防災訓練」が板野東小学校、町民
ふれあいプラザ、板野南小学校の３ヶ所で行われました。
　当日午前８時30分に町内で震度６強の地震を観測し、
避難所が開設されたとの想定で避難訓練が行われ、町民
の方や町内３小学校の児童等約1200人が参加しました。
　それぞれの避難所では、町の職員による新聞紙スリッ
パ・簡易雨量計の作成や液状化実験
などを実施し、参加された方は真剣
な面持ちで取り組んでいました。

板野町防災訓練が実施されました

避難者名簿の作成（東小学校）

児童が新聞紙スリッパ作り（南小学校）

第19回 いたの子どもフェスティバル

ハザードマップの展示（町民ふれあいプラザ）

　「第19回いたの子どもフェスティバル」は、今年もたくさんの家族連れで賑わい、
子どもたちの笑顔が溢れました。

　
交
通
安
全
協
会
や
板
野
町
交

通
安
全
母
の
会
、
板
野
署
、
交

通
安
全
教
育
指
導
員
ら
が
登
園

す
る
保
護
者
や
園
児
に
啓
発
物

を
配
布
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

保育園で
キャンペーン
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● 守ろう人権　みんなの幸せ  ●
　
今
月
納
期
の
税
金
・
保
険
料
は

・
固
定
資
産
税
　
　
　
第
三
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

第
三
期

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課

　
　
☎
六
七
二
―
五
九
八
三

今
月
納
期
の

税
金
・
保
険
料

の
お
知
ら
せ

期限内納付に
努めましょう｡

納期限　10月31日（火）

※税金・保険料は納期限を経過し督促状発付の日から督促手数料がかかります。
　また、納期限までに完納しない場合は、納期限の翌日から納付の日までの日数に
　応じ延滞金がかかります。
※平成２９年４月１日よりコンビニエンスストアで町税・使用料の支払いができるよう
　になりました。

「町税や国保税、また水道使用料・
  住宅使用料・住宅新築資金等貸付金
  などの納付」について
　板野町では、今年も11月を「町税や国保税、
また水道使用料・住宅使用料・住宅新築資金等
貸付金などの徴収月間」と定め、督促状や催告通
知書を発送させていただくとともに、一部のご家
庭につきましては、町職員が町税納付や納付相
談のため、直接ご家庭を訪問させていただく予定
としております。
　ご理解とご協力を
よろしくお願いいた
します。

※
該
当
者
は
今
月
中
に
申
請
を

　
平
成
二
十
九
年
度
福
祉
手
当
支
給
の
追
加
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
六
月
に
受
給
さ
れ
た
方
は
該
当
外
と
な
り
ま
す
。）

　
該
当
す
る
方
は
印
鑑
と
振
込
み
先
の
口
座
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の
を

ご
持
参
の
う
え
、
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
書
は
板
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
福
祉
手
当
支
給
該
当
者

　
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
現
在
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
か

つ
本
町
に
住
民
登
録
し
引
き
続
き
一
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方

《
身
体
障
が
い
者（
児
）》

  

身
体
障
害
者
手
帳
一
級
、
二
級
を
お
持
ち
の
方

《
知
的
障
が
い
者（
児
）》

　
療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方

《
精
神
障
が
い
者
》

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
一
級
を
お
持
ち
の
方

《
ね
た
き
り
老
人
》

　
在
宅
に
お
い
て
一
年
以
上
ね
た
き
り
で
常
に
介
護
を
要
す
る
六
十
五
歳

以
上
の
方（
担
当
地
区
の
民
生
委
員
の
証
明
が
必
要
で
す
。）

《
母
子
・
父
子
家
庭
等
》

　
十
八
歳
未
満
の
方
で
、
父
又
は
母
が
現
に
婚
姻
し
て
い
な
い
方
等

（
詳
し
い
支
給
要
件
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

●
手
当
て
の
額　
一
人
年
額　
一
万
円（
併
給
不
可
）

●
支
　
給
　
日　
十
一
月
三
十
日（
木
）

●
支
給
方
法　
口
座
振
込

申
請
・
お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
福
祉
保
健
課
　
☎
六
七
二
ー
五
九
八
六

福
祉
手
当
支
給
の
お
知
ら
せ
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

平成28年度
板野町における人事行政の運営等の状況について

平成28年度の板野町の職員の任免状況、勤務状況などの人事行政の運営状況を公表します。
これは、町民の皆様に町職員の任用、給与、服務や勤務条件などをお知らせするものです。

１ ．職員の任免及び職員数に関する状況
⑴　職員数の状況（特別職除く）　（平成29.4.1 現在）
職員数（H28．4．1） 平成28年度退職（H28．4．1～H29．3．31） 平成29年度採用（H29．4．1付） 職員数（H29．4．1）

136 人 10 人 11 人 137 人
⑵　職員の採用の状況　　　  ⑶　退職の状況( 平成28.4.1 ～平成29.3.31)

区　　分 採　用　数 区　分 定年退職 応募認定退職 普通退職 死亡退職 合　計
一般行政職 11 人 一般行政職 ４人 ３人 １人 ０人 ８人
技　能　職   0 人 技　能　職 ２人 ０人 ０人 ０人 ２人

⑷　部門別職員数の状況（各年４月１日現在　定員管理調査）　（平成26年度まで教育長含む）
区　分 部　門 Ｈ ２５ Ｈ ２６ Ｈ ２７ Ｈ ２８ Ｈ ２９ 前年比

一般行政
部門

議　　会 ２ ２ ２ ２ ２
総務企画 ２０ ２２ ２０ ２０ ２１ １
税　　務 １０ １０ １０ １０ １０
民　　生 ４２ ４１ ４１ ４０ ４１ １
衛　　生 ９ ８ ９ ９ ８ △１　
農林水産 ６ ７ ７ ７ ６ △１　
土　　木 ９ ９ ８ ８ ８
小　　計 ９８ ９９ ９７ ９６ ９６

特別行政部門 教　　育 ２６ ２７ ２６ ２５ ２５

公営企業等
会計部門

水　　道 ４ ４ ４ ３ ３
下 水 道 ４ ３ ４ ４ ４
介　　護 ５ ５ ５ ５ ５
その他 ５ ５ ４ ３ ４ １

小　　計 １８ １７ １７ １５ １６ １
合　　　　計 １４２ １４３ １４０ １３６ １３７ １

⑸　等級別職員数の状況（平成29.4.1 現在）
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

計
基準となる
職務内容　

定型的な業
務を行う主
事、保育士、
教諭の職務

困難な業務
を 行 う 主 
事、保育士、
教諭の職務

係長、主査 
の職務

困難な業務を行う
主査の職務、課長
補佐、主任保育士、
主任教諭の職務

困難な業務を行う課
長補佐、主任保育士、
主任教諭の職務、主
幹、副園長の職務、
課長、園長の職務

困難な業務を行
う課長、園長の
職務、教育次長、
参事の職務

一般行政職 職員数 ３１人 ２０人 ２３人 ８人 ２９人 １８人 １２９人
構成比 24.0％ 15.5％ 17.8％ 6.2％ 22.5％ 14.0％ 100％

技 能 職 職員数 − − − − − − 8人
２ ．職員の人事評価の状況
　本町では、人材の育成・活用及び組織力の向上のため、職員一人ひとりが自分の強み弱みを自覚し、それを 
踏まえた上で自分の能力を高めていくことを支援することを基本とした育成型の人事評価制度を導入しています。
３ ．職員の給与の状況

⑴　人件費の状況（普通会計決算見込み額）
区　分 歳出総額　Ａ 人件費　Ｂ 人件費率Ｂ／Ａ
28年度 5,663,526千円 1,032,282千円 18.2 ％

（注）人件費とは特別職の給与、各種委員報酬などを含みます。

⑵　職員給与費の状況　平成28年度普通会計職員給与費の状況（普通会計当初予算額）

区　分 職員数
（Ａ）

給　　　　　与　　　　　費 職員1 人当たり
給与費（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 計 （Ｂ）

28年度 122人 441,065千円 220,308千円 661,373千円 5,421千円
（注）職員給与費とは、人件費のうち職員に支給される給料、諸手当などをいいます。
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⑶　職員の平均給料月額・平均年齢（平成29.4.1 現在）	 ⑷　職員の初任給の状況（平成29.4.1 現在）
区　　分 平均給料月額 平均年齢 区　　　分 初　任　給

一般行政職 293,364円 39.4歳 一般行政職 大学卒 178,200円
技　能　職 310,100円 52.3歳 高校卒 146,100円

⑸　職員の経験年数別学歴別平均給料月額の状況（平成29.4.1現在）	 ⑹　職員期末・勤勉手当の状況（平成28年度） （単位：月分）

区　　分 10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

区　　分 期末手当 勤勉手当 計
６月期 1.225 0.80 2.025

一般行政職 大学卒 264,000円 285,100円 357,000円 12月期 1.375 0.90 2.275
高校卒 － 273,300円 315,100円 計 2.60  1.70 4.30

⑺　その他職員手当の状況（平成29.4.1 現在）
区　　分 内　　　　　　　容

扶 養 手 当

○配偶者　10,000円　　○子　8,000円
・配偶者がいない場合１人目　10,000円
・15歳から22歳までの者は、１人につき5,000円加算
○扶養親族（配偶者・子以外）　　　　　6,500円
・配偶者がいない場合１人目　　　　　9,000円

住 居 手 当 ○借家の場合
　月額 12，000 円を超える家賃を支払っている職員　　家賃の額に応じ、最高 27，000 円まで

通 勤 手 当 ○自動車等を使用して通勤する職員
　片道 2 ｋｍ以上の職員に支給　　通勤距離に応じ、月額2，000円～24，400円

管 理 職 手 当
○管理又は監督の地位にある管理職員に対して支給
　参　事　　　　　　　　51，000円／月　　　総務課長及び教育次長　　46，000円／月
　課長及び会計管理者及び教育次長(主幹級)　　42，000円／月
　園長、室長及び施設長　36，000円／月　　　主幹又は相当職　　　　　30，000円／月

特殊勤務手当 ○全ての特殊勤務手当を廃止（平成18年７月１日）

時 間 外 手 当 ○正規の勤務時間を超えて勤務を命じられた場合に支給
　平成28年度　支給総額　19,811千円　　支給対象職員１人当たりの支給年額　227，708円

⑻　特別職の報酬などの状況（ 平成29.4.1現在）
区　　　分 給与月額等 期末手当の支給割合

町 長 738,000円
６月期   1.55月分
12月期   1.70月分

　　計   3.25月分

副 町 長 590,400円
教 育 長 546,200円
議　         長 308,700円
副 議 長 257,300円
議　 　    員 205,800円

４ ．職員の勤務時間その他の勤務条件に関する状況
⑴　勤務時間の状況（平成29.4.1 現在）
1週間の勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間 （注）�保育園・幼稚園など本庁以外の勤務場所では、これと異なる

勤務形態の場合があります。38時間45分 8：30 17：15 12：00～13：00

⑵　年次有給休暇の状況（平成28.1.1 ～平成29.12.31）　 一般職員　１人あたり平均取得日数 12．2日（消化率 32．2％）

⑶　主な休暇などの状況（平成29.4.1 現在）
種　類 期　　　　　　　　　間

年次有給休暇 ○１歴年毎に20日とし、20日を超えない範囲内の残日数を繰り越すことができる
病 気 休 暇 ○負傷又は疾病のため療養を要する場合、必要と認められる期間

特 別 休 暇
（主なもの）

○夏季休暇　　　　７月～９月までの期間内で５日　　　　○結婚休暇　　７日以内
○産前産後休暇　　�予定日前８週間目にあたる日から分娩の日後８週間目にあたる日までの期間に

おいて、あらかじめ必要と認める期間
○配偶者出産休暇　３日以内　　　○忌引休暇　死亡者の区分に応じ、１日から10日の範囲内
○リフレッシュ（永年勤続）休暇　　職員として採用された日から起算して、
　・９年、19年、29年、39年を経過する日の属する年に連続５日
　・14年、24年、34年を経過する年に連続３日

介 護 休 暇 ○�配偶者、父母、子、配偶者の父母などで負傷、疾病又は老齢により日常生活を営むのに支障が 
ある者の介護を行う場合、連続する６ヶ月の期間内（無給）
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⑷　休暇取得状況（平成28年度）
区　　　　　　　　　　　分 病気休暇（30日超の取得件数） 介護休暇

28年度中に新規取得または前年度より継続中の職員数 2人 0人

５ ．職員の休業に関する状況
⑴　休業の種類（平成29．4．1 現在）	 ⑵　休業の状況（平成29．4．1 現在）

種類 内　　　　容 種類 平成28年度取得者数（人）
育児休業 ○子が3歳に達するまでの期間（無給） 男性 女性 合計

育児休業 0 5（3） 5（3）
	 （注1） （　）内の数は、平成28年度において新たに承認を受けた職員の人数です。
	 （注2） 修学部分休業、高齢者部分休業については実績がありませんでした。

６ ．職員の分限及び懲戒処分に関する状況（平成28年度）
処分内容 処分者数 処分理由

分
限
処
分

免　職 0
降　任 0
休　職 0
降　給 0
失　職 0

懲
戒
処
分

免　職 0
停　職 0
減　給 0
戒　告 0
訓告等 0

※�　分限処分とは、公務能率の維持向上のため、職
員が一定の事由によってその職務を果たすことが
できない場合など、本人の意に反して不利益な処
分をすることです。

※�　懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対して、
その責任を追及して行う行政上の不利益処分のこ
とです。

７ ．職員の服務の状況（平成28年度）
職員の営利企業等従事許可の状況

区　　分 人　数
統計調査事務に従事 8人

９ ．職員の研修に関する状況
研修の実施状況（平成28年度）

研　修　場　所 区　　　分 受講者数
徳島県
自治研修センターなど

能力開発、向上研修 98人
新規採用職員研修   4人

板野町町民センター 人材育成研修会 19人
板野町
文化の館さくらホールなど

行政教職員人権・部落
問題研修会（年２回） 全職員を対象

10．職員の福祉及び利益の保護の状況　
⑴　健康診断の実施状況（平成28年度） ⑵　福利厚生

　徳島県市町村職員共済組合・徳島県市町村職員互助会に加入し、次のような福利厚
生事業があります。
徳島県市町村職員共済組合
○短期給付　　病気やけがの治療（公務外）、出産、死亡、休業、災害時の給付
○長期給付　　退職、障がいまたは死亡に対する給付
○福祉事業　　保健、貯金、貸付などの各事業
徳島県市町村職員互助会
○医療給付事業　医療費、出産祝金、死亡弔慰金など
○福祉厚生　　　保養宿泊施設利用助成、各種研修・教室の開催など

健康診断の種類 受診者数
職員健康診断 ４６人

人
間
ド
ッ
ク

１泊２日ドック ５人
日 帰 り ド ッ ク ７２人
脳 ド ッ ク ５人
小 計 ８２人

合 計 １２８人

職員福利厚生団体への補助金の状況
補助金交付先 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度

板野町職員互助会 0円 0円 0円 0円
　板野町職員互助会は、職員の慶弔餞別などに対する給付や各種研修事業、研修旅行などを実施しています。運営経費は、会員負
担金と町からの補助金で賄われ、町の補助金は、研修旅行経費の一部に充当していましたが、平成24年度以降、町からの補助金
は支出されていません。
　会員数は151人（平成29年４月１日現在）です。

⑶　公務災害などの発生状況（平成28年度）
種類 発生件数 事案の概要

公務災害 1 業務従事中の頭部損傷によるもの
通勤災害 0

⑷　利益の保護の状況（平成28年度）
内　　　　　　容 有無

職員の給与、勤務条件、その他勤務条件に関する措置の要求 無
職員に対する不利益な処分についての不服申し立て 無

８ ．職員の退職管理の状況（再就職状況の公表）
人　数 届出の有無

平成28年度末退職者 10人 無



お
知
ら
せ

いたの　すがお
2017年10月号

12

● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。

「
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の
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作
物
デ
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ー
会
」
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っ
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す
。
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と
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ご
参

加
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※
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る
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名
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す
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参
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一
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県
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☎
六
七
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五
六
一
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農
業
者
婚
活

食
事
会（
女
性
募
集
）

平成29年度 在宅医療・介護連携推進事業

在宅医療講演会
●日　時／平成29年10月29日（日）
　　　　　13：00～14：15（受付12：30～）
●場　所／松茂町総合会館 多目的ホール （松茂町広島字東裏30）

●演　題／「在宅医療における患者情報システムを
　　　　　　　　　  活用した多職種連携の取り組み」

問い合わせ ： 板野郡医師会  ☎088-692-8836
＜主 催＞ 板野郡医師会
＜共 催＞ 松茂町　北島町　藍住町　板野町　上板町  

 

住み慣れたご自宅で療養したいと希望される患者さんとご家族の生活を支えていくのが「在宅医療」です。
住民の皆さまに「在宅医療」を知っていただき、選択肢の一つとして考えていただけることを目的に、住
民公開講座を毎年開催しております。一緒に「在宅医療」について考えてみませんか。

大阪府藤井寺市 数尾診療所

院長 数尾　展 先生
「ご本人・ご家族が安心できる在宅療養を・・・」
「かかりつけ医として、患者様に寄り添った医療を・・・」
住み慣れた我が家で、最善の医療を受けていただきたいと考え、
早くから在宅医療に
取り組み、多職種と
の連携ネットワーク
で患者さんを支えて
います。

総合会館 多目的ホール

役 場

～「在宅医療」を一つの選択肢に…～  

参加
無料
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第₉回 あさんウォーキングフェスタinいたの

あすたむらんど徳島芝生広場周辺
●徳島ヴォルティスサッカー教室
●ミズノ指導員によるポールウォーキング
　講習会
●地産地消ブース
●徳島ラーメン店など
　イベントが盛りだくさん!

ステージ
●ドラえもんショー
●フォークソングやバンド演奏
●プチチアダンス　●四国放送ラジオ生放送

【日程】 11月19日（日）
　　　　※雨天決行※ 

【会場】　あすたむらんど徳島
あさんインダストリアルパーク内

●お問い合わせ●
あさんウォーキングフェスタinいたの

ウォーキング事務局
徳島県板野郡板野町犬伏字大柳１

（板野町健康の館内）
受付時間：午前₉時〜午後₅時

※月曜日は除く
☎672－7040　HP：asan-walking.com

　板野町内３ヶ所にある隣保館が合同で『ふれあい隣保館まつり』を開
催します。隣保館では、地域社会全体の中で、福祉の向上や人権啓発
の住民交流の拠点となる開かれたコミュニティセンターとして各種事
業を行っています。その隣保館が互いに連携して、今後の活動の活性
化と地域間交流の促進を図ることを目的としています。
　皆さんもぜひご来場ください。

主な行事

11月5日（日） 午前9時～日　　時

板野町東公会堂場　　所

第11回 ふれあい隣保館まつり

●お問い合わせ●
板野町東公会堂　　　☎672-2016
板野町南公会堂　　　☎672-2011
板野町総合センター　☎672-3661

●開会行事(午前₉時～）
　板野東小学校金管バンドクラブ演奏
●子ども相撲大会(午前₉時30分～)
●模擬店(午前10時ごろ～)
　フライドポテト・おでんなど
　うどん(無料)
●折り紙体験コーナー(午前10時～午後₀時)
●講座発表会(午後₀時45分～)
●人権カルタ大会(講座発表終了後)
●お楽しみ抽選会(カルタ大会終了後)

　 　

  

十
月
は
、
町
内
で
秋
祭
り
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
豊
作
に
感
謝
し
、
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獅
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、
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散
を
願
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す
る

習
わ
し
が
あ
り
ま
す
。

十
月
一
日

（
第
一
日
曜
日
）
大
　
坂

十
月
八
日

（
第
二
日
曜
日
）

吹
　
田

川
端
新
田

西
地
区

古
　
城

十
月
十
五
日

（
第
三
日
曜
日
）

大
　
寺

岡
ノ
宮

西
中
富

唐
　
園

中
久
保

古
　
町

十
月
二
十
二
日

（
第
四
日
曜
日
）
川
　
端

下
　
庄

秋
祭
り

４kmまめっちゃコース
お子様連れのご家族や、ウォーキング初心者
の方におすすめです。
金券や豪華景品が当たる抽選会への参加特典
あり!!

当日受付
参加
無料

　秋の紅葉を眺めながら、楽しい時間を過ご
しましょう。
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

入札結果をお知らせします

●平成29年度「おさいふ学ミニ講座第₄回目」開講！
　日　時：10月20日（金）　午後１時～ 午後₃時
　　　　　（開始時間が早くなりました）
　場　所： 板野町町民センター₂階 第１・第₂会議室
　　　　　（板野町大寺字亀山西169－₅）
　テーマ： 牛乳パックリサイクル  ～手すきハガキつくり～
　指　導： 全国牛乳容器環境協議会・全国牛乳パックの再利用を考える連絡会
※ 牛乳パックを洗って開き、₆枚程度ご持参ください（なくても参加できます）
※ 当日参加も可能。参加ご希望の方は、板野町消費生活相談所までお申込みください。

≪消費者トラブル最新情報≫
●訪問販売・・不安をあおる業者

【事　　　例】
　「近所で工事をしているからついでに無料で屋根を点検してあげる」と業
者が訪問してきた。点検後「瓦がずれていてこのままだと雨漏りして大変
だ。すぐに修理した方がよい。今なら特別に安くする」とせかされその日
のうちに契約し、₃日後に工事が始まった。近くに住む息子が高額だと気
づき、契約をやめたい。

【アドバイス】
　突然訪問してきた業者と工事契約した場合、契約書を受け取った日から₈日以内であれば、
すでに工事が始まっていてもクーリング･オフ（ 契約の無条件解除） の対象となります。また、
期間が過ぎていても、契約書面の不備などその他の理由で解約できる場合もあります。
不安な時は消費生活相談所に相談しましょう。

●エシカル消費
　板野町消費生活相談所では、エシカル消費の推進として、町内小中学校の皆さんに「振り込
め詐欺防止やお金の大切さ、もったいないを考える」などの標語やポスターを募集しました。
また11月19日開催のあさんウォーキングフェスタinいたのでは「エシカルブース」を板野高校
エシカルクラブの生徒さんたちと出展予定です。

〈相談受付時間〉月曜日～金曜日　午前₉時～午後₃時
　※土・日・祝日・年末年始はお休みです。

８月の相談件数は39件でした。

 板野町消費生活相談所　☎６７２-６
むつとしたら救急！

０９９　FAX６７２-１１１３　
フリーダイヤル

０１２０-７
な

８
や

３
み

-５
いつもないない

７７

平成29年８月30日入札
番号 工　事　名 工事箇所 業者名 担当課 金額（税込み） 落札率 備考

1 平成29年度板野町立保育園調理室新築工事 板野町大寺 大東興業（株） 板野
保育園 72,900,000円 90.00%

平成29年８月30日入札
番号 物　品　名 物品納入箇所 業者名 担当課 金額（税込み） 落札率 備考

2 平成29年度板野町立保育園調理室厨房機器等 板野町立
保育園

(株)中西製作所
徳島営業所

板野
保育園 21,924,000円 94.73%



お
知
ら
せ

いたの　すがお
2017年10月号

15

● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

　障がいのある人が、生まれ育ったこの板野町で私らし
くあたりまえに暮らしたいと、願いをあらたに、板野町
手をつなぐ育成会の活動が再スタートしました。
　障がいのある人や子ども、発達が気がかりな子どもの
家族が地域で生活していく上で困っていることや不安な
気持ちなどについて話をできる場が『板野町手をつなぐ
育成会』です。手をつなぐ育成会
についてもっと知りたい、活動に
参加したいという方はぜひご連絡
ください。
●お問い合わせ●
　板野町手をつなぐ育成会事務局
　役場福祉保健課内　☎672-5986

板野町手をつなぐ育成会が
再スタートします！

歳
さ い ま つ

末たすけあい運
う ん ど う

動のお知
し

らせ
（歳

さ い ま つ

末たすけあい配
は い ぶ ん

分事
じ ぎ ょ う

業について）

【申
しんせい

請方
ほうほう

法】

　歳
さ い ま つ

末たすけあい受
じ ゅ は い

配申
し ん せ い

請は、本
ほ ん に ん

人（対
た い し ょ う し ゃ

象者）または、その保
ほ ご し ゃ

護者、同
ど う き ょ

居家
か ぞ く

族等
な ど

からの申
し ん せ い

請を基
き ほ ん

本とします
ので、徳

と く し ま け ん

島県共
きょうどう

同募
ぼ き ん か い

金会板
い た の ち ょ う し か い

野町支会（板
い た の ち ょ う

野町社
し ゃ か い

会福
ふ く し き ょ う

祉協議
ぎ か い

会）へ印
い ん

鑑
か ん

を持
じ

参
さ ん

のうえ申
し ん せ い

請をしてください。
※地

ち い き

域の民
み ん せ い

生児
じ ど う

童委
い い ん

員に依
い ら い

頼して申
し ん せ い

請するか、または、福
ふ く し

祉団
だ ん た い

体（あせび家
か ぞ く か い

族会、町
ちょう

身
し ん た い

体障
し ょ う が い し ゃ か い

害者会等
な ど

）への
加
か に ゅ う し ゃ

入者は、　団
だ ん

体
たいちょう

長へ依
い ら い

頼して申
し ん せ い

請することもできます。
・歳

さ い ま つ

末配
は い ぶ ん ひ ん

分品については、歳
さ い ま つ

末配
は い ぶ ん

分会
か い ぎ

議で決
け っ て い

定します。
【申

しん

 請
せい

 締
しめ

 切
きり

 日
び

】　平
へい

成
せい

29年
ねん

10月
がつ

31日
にち

（火
か

曜
よ う び

日）まで
【実

じっ

 施
し

 主
しゅ

 体
たい

】　徳
とく

島
しま

県
けん

共
きょう

同
どう

募
ぼ

金
きん

会
かい

板
いた

野
の

町
ちょう

支
し

会
かい

（板
いた

野
の

町
ちょう

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

）
【お問

と

い合
あ

わせ】　板
い た の ち ょ う

野町社
し ゃ か い

会福
ふ く し き ょ う

祉協議
ぎ か い

会（町
ちょうみん

民セ
せ ん た ー な い

ンター内）
　　　　　　　　板

い た の ち ょ う

野町大
お お て ら

寺字
あ ざ

亀
か め や ま

山西
に し

169-5    ☎ 672－0051　FAX 672－5894

　歳
さいまつ
末たすけあい運

うんどう
動は、新

あら
たな年

とし
を迎

むか
える時

じ き
期に、支

しえ ん
援を必

ひつよう
要とする人

ひと
たちが地

ちい き
域で安

あんしん
心して暮

く
らすこ

とができるよう、住
じゅうみん
民の参

さん か
加や理

りか い
解を得

え
て福

ふく し
祉関

かんけい
係機

きか ん
関・団

だんたい
体等

とう
が協
きょうりょく
力し様

さまざま
々な活

かつどう
動を重

じゅうてんてき
点的に展

てんかい
開する

ことを目
もくてき
的として実

じっし
施するものです。

【配
はいぶんひん

分品受
じゅはい

配該
がいとうしゃ

当者（配
はいぶん

分を受
う

けられる者
もの

）】

＊独
ど っ き ょ

居高
こ う れ い し ゃ

齢者であって、年
ね ん れ い

齢70歳
さ い

以
い じ ょ う

上の者
も の

（但
た だ

し、同
ど う い つ

一敷
し き ち な い

地内に親
し ん ぞ く

族等
な ど

が居
きょじゅう

住する場
ば あ い

合は除
じ ょ が い

外します。）
＊寝

ね

たきり高
こ う れ い し ゃ

齢者であって、介
か い ご

護保
ほ け ん

険の要
よ う か い ご

介護５に該
が い と う

当する在
ざ い た く し ゃ

宅者。
＊身

し ん た い

体障
しょう

がい者
し ゃ

であって、身
し ん た い

体障
しょうがいしゃ

害者手
て ち ょ う

帳の１級
きゅう

に該
が い と う

当する在
ざ い た く し ゃ

宅者。
＊知

ち て き

的障
しょう

がい者
し ゃ

であって、療
りょういく

育手
て ち ょ う

帳のＡ(重
じ ゅ う ど

度)に該
が い と う

当する在
ざ い た く し ゃ

宅者。
＊精

せ い し ん

神障
しょう

がい者
し ゃ

であって、精
せ い し ん

神障
しょうがいしゃ

害者保
ほ け ん

健福
ふ く し

祉手
て ち ょ う

帳の１級
きゅう

に該
が い と う

当する在
ざ い た く し ゃ

宅者。
＊母

ぼ し

子・父子家
か て い

庭であって、児
じ ど う

童扶
ふ よ う

養手
て あ て

当を受
じゅきゅうちゅう

給中の者
も の

で、その子
こ

。
　（年齢18歳

さ い

となった最
さ い し ょ

初の３月
が つ

31日
に ち

までを対
たいしょう

象とします。）

歳
さ い ま つ

末配
は い ぶ ん

分該
が い と う し ゃ

当者は、平
へ い せ い

成29年
ね ん

９月
が つ

１日
に ち

（基
き じ ゅ ん

準日
び

）現
げ ん ざ い

在、板
い た の ち ょ う

野町に住
じゅうみん

民登
と う ろ く

録をしている者
も の

で、歳
さ い ま つ

末たすけあい配
は い ぶ ん

分日
び

に引
ひ

き
続
つ づ

き居
きょじゅう

住している者
も の

とし、基
き

準
じ ゅ ん び

日以
い ご

後に町
ちょうがい

外へ転
てんしゅつ

出した者
も の

は除
じ ょ

外
が い

します。

第6回手をつなぐ育成会
中国・四国大会徳島大会に
参加してみませんか。

と　き／11月11日(土)～12日(日)
ところ／徳島グランヴィリオホテル
　中国・四国の支援者が集い、障がい福祉
について様々なテーマに分かれて勉強会を
開催します。ご興味のある方は参加してみ
ませんか。詳しい内容は徳島県手をつなぐ
育成会までご連絡ください。
●お問い合わせ●
　社会福祉法人徳島県手をつなぐ育成会
　〒770-0005
　徳島市南矢三町₂丁目₁-59
　徳島県立障がい者交流プラザ₃階
　☎631-2722
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう ●

　₉月25日からJICAボランティアと
してパラグアイに派遣される村上奈々
美さん（大寺）が町長を表敬訪問されま
した。派遣期間は₂年間で、看護師と
して母子保健や予防医療の啓発活動を
行う予定です。

JICAボランティア
（青年海外協力隊）

お問い合わせ　・キャンペーン全般について：徳島県政策創造部地方創生局地域振興課　☎621－2723
　　　　　　　・マイナンバーカードの交付等について：役場住民課戸籍係　☎672－5985

マイナンバーカード普及促進キャンペーン

① 期間中にマイナンバーカードの交付を受けられた方

② 既にマイナンバーカードをお持ちの方
　 （マイナンバーカードの提示が必要です） 数量限定

数量限定

オリジナルコラボシール貼付

12月28日（木）まで（土日祝日を除く）

カードケース プレゼント！
※注　地方公共団体情報システム機構から配布された
　　　ケース裏面にシールを貼ったものとなります。
　　　（役場住民課戸籍係で配布）

【カードの申請をご希望の方】
　証明用写真（縦₄.₅㎝×横₃.₅㎝）と本人確認書類（免許証、
保険証等）、印鑑を役場住民課までお持ちください。（交付までに
１ヶ月程度かかります。）
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診 ●

板野ぴょん太スポーツクラブ

プログラムの詳細につきましては、板野ぴょん太スポーツクラブ（☎635－4828）へお気軽にお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
10/1 2 3

カローリングサークル 休み
気軽に卓球 休み
気軽にバド 休み
バドサークル 休み
グラウンドゴルフ

4
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

5
楽しいテニス

6
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

7
Ｊｒテニス教室 休み
中級テニス教室 休み
チアダンス教室（南公）

8 9 10
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

11
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

12
楽しいテニス

13
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

14
Ｊｒテニス教室
中級テニス教室

15 16 17
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

18
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

19
楽しいテニス

20
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

21
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室 
チアダンス教室（南公）

22 23 24
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

25
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

26
楽しいテニス

27
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

28
Ｊｒテニス教室
中級テニス教室

29 30 31
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

11/1
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

2
楽しいテニス

3
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

4
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室 
チアダンス教室（南公）

徳 島 県 最 低 賃 金徳 島 県 最 低 賃 金
平成29年10月₅日から
　　

時間額
※一部の製造業には特定最低賃金が定められています。
 ●お問い合わせ●
 　徳島労働局労働基準部賃金室(☎652-9165)
 　又は最寄りの労働基準監督署まで

7 4 0 円

10月11日●水2種類同時発売! ●水 ●火
●木

各1枚 300円

ハロウィンジャンボ5億円
（1等3億円・前後賞各1億円合わせて）

（1等3千万円・前後賞各1千万円）
ハロウィンジャンボミニ

この宝くじの収益金は市町村の
明るく住みよいまちづくりに使われます。

徳島

消費税軽減税率制度等
説明会のご案内

　鳴門税務署では、事業者の方を対象として、消費
税の軽減税率制度に関する説明会を開催します。
　多くの事業者の方に関係のある制度ですので、
ぜひ説明会にお越しください。

《開催日時》
　10月11日(水）午前10時～11時30分
　または　午後₁時30分～₃時

《場　　所》
　板野町町民ふれあいプラザ（板野町那東字大道下10）
※なるべく公共交通機関をご利用ください。

《お問い合わせ》
　鳴門税務署 法人課税第１部門
　☎685-4101　内21・22
税務署にご連絡いただく際は、税務署の電話番号におかけい
ただいた後、自動音声案内に従って「₂」を選択してください。
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●
　

昭
和
六（
一
九
三
一
） 

年
十
一

月
に
、
徳
島
日
々
新
報
社（
現
徳

島
新
聞
社
の
前
身
） 

か
ら
出
版
さ

れ
た
、
郷
土
史
家
横
山
春
陽（
本

名
春
茂
） 

の『
秘
層
を
堀
る
』と
い

う
阿
波
の
伝
説
集
は
、
当
時
地
元

徳
島
県
下
の
、最
も
詳
細
な
伝
説
・

説
話
な
ど
の
記
録
書
だ
。

　

著
書
で
編へ
ん

纂さ
ん

者
で
も
あ
る
横
山

春
陽
は
新
聞
記
者
で
、
最
も
う
ま

く
情
報
網
の
機
能
を
利
用
し
、
見

事
な
情
報
収
集
の
成
果
が
、
そ
の

著
書
と
し
て
残
さ
れ
た
。

　

現
在
こ
う
し
た
徳
島
県
内
の
伝

説
や
説
話
な
ど
を
集
め
る
と
し
て

も
、
こ
の
書『
秘
層
を
堀
る
』だ
け

の
情
報
や
材
料
の
収
集
は
、
困
難

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

郷
土
出
身
の
歴
史
家
喜
田
貞さ
だ

吉き
ち

文
学
博
士
も
、こ
の
書
の
序
文「
阿

波
傳
説
集
の
發
行
を
喜
ぶ
」で
、

「
横
山
春
陽
君
今
度
阿
波
傳
説
集

を
編
纂
せ
ら
れ
、
近
く
發
行
を
見

る
と
の
事
で
、
其そ

の
目
録
を
示
さ

れ
た
。
内
容
豊
富
殆ほ
と

ん
ど
郷

土
傳
説
を
網
羅
し
て
、
餘よ

蘊う
ん

な
き
も
の
ゝ
樣
で
あ
る
」と
、

前
置
き
し
て
い
る
。

　

こ
の
阿
波
の
伝
説
集
に

は
、
当
時
収
集
さ
れ
た
伝
説

な
ど
、
百
八
十
編
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
に
、
板
野
町
に
取
材

さ
れ
た
六
話
の
伝
説
が
あ
る
。

　

六
話
は
そ
れ
ぞ
れ「
六
人

童
子
」、「
福
内
鬼
外
」、「
岡
お
か
の

宮み
や

と
古ふ

る

碗わ
ん

」、「
七
天
神
七
地

蔵
」、「
赤
ん
坊
の
死
体
」、「
弁

慶
の
力
石
」だ
。

　

な
お
こ
の
書
に
は
、「
探
俗
巡

禮
」「
徳
島
今こ
ん
じ
ゃ
く

昔
」と
し
て
、
実
録

に
近
い
百
十
五
編
の「
附
録
」も
、

記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
附
録
の
中
に
、「
松
坂
の
三さ
ん

吉き
ち

べ
」と「
大
寺
の
獅
子
舞
」の
二

編
が
、
板
野
郡
内
で
か
つ
て
の
板

野
町
を
紹
介
し
て
い
る
。
今
月
は

そ
の
う
ち
の
一
編
、
旧
松
坂
村
の

真
夏
に
行
わ
れ
た
、
珍
し
い
ド

ン
ド
焼
き（
左さ

義ぎ
ち
ょ
う長

） 

の
風
習
を
、

伝
え
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
風
習
が
、
か
つ
て
旧
松
坂

村
で
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
。

　

当
時
の
村
の
風
習
を
記
憶
し
て

い
る
方
が
、
あ
る
か
ど
う
か
を
、

私
は
確
か
め
て
い
な
い
。
か
つ
て

こ
こ
松
坂
村
に
、
こ
う
し
た
珍
し

い
風
習
が
行
わ
れ
、
貴
重
な
記
録

と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

　

以
下
そ
の
記
録
を
、『
秘
層
を
堀

る
』か
ら
引
用
し
た
い
。

　

―
松
坂
の
三さ
ん

吉き
ち

べ

　

左さ
ぎ
ち
ょ
う

義
長
…
…
ど
ん
ど
焚や

く
…
…

な
ど
は
、
俳
句
の
季
題
に
も
入
れ

ら
れ
て
、
正
月
の
行
事
と
定さ
だ

ま
つ

て
ゐ
る
が
、
上
板
地
方（
現
在
の

鳴
門
市
を
含
む
、
か
つ
て
の
板
野

郡
の
上
板
地
方
の
意
味
） 

で
は
、

之こ
れ

を
暑
い
眞ま

つ
さ
か盛

り
の
舊

き
ゆ
う

七
月
の
さ

中
に
行
ふ
。
松
坂
村
の
那
東
で

は
、
十
五
、六
歳
を
頭
か
し
ら

の
子
供
達

が
、
凡す
べ

て
の
準
備
に
か
ゝ
る
。
先

づ
在
所
内
の
各
戸
を
廻
つ
て
、
藁わ
ら

や
木
や
、
薪

た
き
ぎ
、
夫そ

れ

の
無
い
家
は
金

を
集
め
て
廻
り
、
村
の
北ほ
く

邊へ
ん

に
あ

る
不
動
の
丘
き
ゅ
う
じ
ょ
う

上
に
、
集
め
て
來
た

木
や
竹
で
小
屋
を
造つ
く

り
、
藁
を
積

み
上
げ
、
い
よ
ゝい
よ

當
日
の
十
三
日

が
來
る
と
、
其そ

處こ

に
あ
る
數す

う

基き

の

板
五
輪 

―
土
地
で
は
之こ

れ

を
ダ
ー

ラ
ク
サ
ン
と
呼
ん
で
ゐ
る
― 

に
、

菓
子
や
其そ
の
ほ
か他

を
供そ

な

へ
、
夕
方
の
來

る
の
を
待
つ
て
、
掛
け
た
小
屋
に

火
を
つ
け
る
。
次し

第だ
い

に
迫
る
夕ゆ

う
や
み闇

に
め
ら
め
ら
と
燃
え
上
が
る
炎
は
、

軈や
が

て
天
を
焦こ

が

し
て
燃
え
盛
り
、
山
上

の
闇や
み

を
眞ま

っ
か赤
に
染
め
上
げ
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
燃
え
て
し
ま
ふ
と
、
子

供
達
は
祭ま
つ

つ
た
菓
子
を
集
め
て
山
を

下
り
、
豫か
ね

て
色
々
の
物
を
集
め
て
來

た
在
所
の
家
々
に
そ
れ
を
配く
ば

つ
て
歩

く
。
貰
つ
た
家
で
は
、
其そ
の

菓
子
を
生

馬
に
食く
わ

せ
る
と
、
健

す
こ
か
に
育
つ
と
い
つ

て
喜
ぶ
の
で
あ
る
。

　

ダ
ー
ラ
ク
サ
ン
の
立
つ
て
ゐ
る

丘
上
の
一
坪
許ば
か

り
の
土
地
は
、
其そ

所こ

に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
必
ず

腹
痛
を
起お
こ

す
と
い
つ
て
恐
れ
ら

れ
、
今
で
も
其そ
の
き
ん禁

を
犯お

か

す
者
は
絶ぜ

つ

對た
い

に
無な

い
。
此こ

の
ご
ろ頃

は
さ
う
で
も
な

い
が
、
十
五
、六
年
前
ま
で
は
子

供
達
が
、
絶
對
の
權け
ん

利り

を
持
つ
て

ゐ
た
も
の
で
、
若も

し
割わ

り

當あ

て
た
丈だ

け

の
物
を
出
し
て
呉く

れ
な
い
と
、「
馬

を
殺
す
ぞ
」と
い
つ
て
脅お
ど

す
。
さ

う
し
た
時
子
供
達
は
、
茄な

す子
に
四

本
の
竹
を
差
し
て
馬
の
形
に
こ
し

ら
へ
、
ダ
ー
ラ
ク
サ
ン
の
丘
上
か

ら
轉こ
ろ

が
す
と
、
其そ

の

家
の
牛
馬
は
き

ま
つ
て
死
な
な
い
ま
で
も
、
腹
痛

を
起お
こ

し
て
苦
し
む
の
だ
か
ら
、
い

や
で
も
子
供
の
言
ひ
な
り
に
、
割わ
り

前ま
え

を
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

行
事
を
土
地
で
は「
三さ
ん

吉き
ち

べ
」と
呼

び
、
上
板
地
方
一
帯
に
行
は
れ
、

山
の
な
い
所
は
磧
か
わ
ら

な
ど
へ
持
つ
て

行
つ
て
焚
く
。
し
か
し
ダ
ー
ラ
ク

サ
ン（
板
五
輪
碑
） 

の
在
る
の
は
、

松
坂
村
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　

旧
松
坂
村
の
幻
ま
ぼ
ろ
しと

な
っ
た
行
事

だ
。
記
録
と
し
て
残
し
て
お
き
た

い
。

板
野
の「
秘
層
を
堀
る
」

那東愛染院（お不動さん）の裏山に、「小屋」を作っていた
と言われる。

七
十
九
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● ごみは町指定袋に入れて出しましょう ●

東地区 西地区 南地区 合　計 前月比

男 3,635 1,249 1,684 6,568 △ 8

女 3,975 1,345 1,726 7,046 △ 8

合　計 7,610 2,594 3,410 13,614 △ 16

世　帯 3,201 1,042 1,343 5,586 △ 3

人口のうごき

平
成
29
年
９
月
25
日
現
在

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

親 

の 

氏 

名

子 

の 

名

住
　
所

性 

別

元
　
木
　
大
　
輔

・

麻
　
衣

悠ハ
ル

　
人ト

那

東

男

堤
　
　
　
憲
　
司

・

あ
ゆ
み

結ユ

　
衣イ

川

端

女

谷
　
口
　
優
　
大

・

麻
由
子

玲レ
イ

　
那ナ

西
中
富

女

森
　
　
　
達
　
哉

・

雪
　
枝

優ユ
ウ

　
莉リ

西
中
富

女

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

氏
　
　
　
名

年
　
齢

住
　
所

髙

　

畑

　

ア

サ

子

92

矢

武

田

　

中

　

　

　

稔

82

那

東

安

　

藝

　

美

惠

子

64

犬

伏

水

　

口

　

佐

　

市

98

大

寺

後

　

藤

　

淑

　

子

85

川

端

楠

　

本

　

正

　

二

64

中
久
保

岡

　

本

　

薫

　

明

85

西
中
富

オレンジリボン
 たすきリレーinとくしま
 参加ランナー＆スタッフ募集

【と　き】　11月11日（土）₈:45～
【ところ】 子育て総合支援センターみらい～
　鳴門・大塚スポーツパークまでの₆区間

【内　容】
　子どもの虐待防止の象徴であるオレンジリボ
ンたすきに仕立て、駅伝方式で走ります。一緒
に走っていただけるランナー、お手伝い
いただけるスタッフを募集しています。

【応募期限】10月31日（火）
　なお、応募者全員に自衛隊関係粗品を贈呈し
ます。

【問】県こども未来応援室
　  （☎621-2180、FAX621-2843）

非核の県宣言
　徳島県議会では、昭和57年10月に全国に先駆
けて、「非核の県」宣言の議決をしています。
　世界の恒久平和は、私たち人類共通の願いです。
あらためて平和に対する認識を深めましょう。

県庁からのお知らせ

★日　時： 10月27日（金） 午後₇時30分～
★種　目：ラージ卓球
★場　所：田園パーク健康の館アリーナ内
※参加無料　※準備物：室内シューズ
※町広報のため写真等を撮影することをご了承ください。
※ラケットには限りがございますので、ラケットをお持ちの方はご持参く

ださい。

ファミリースポーツの
ご案内

10月10月

●お問い合わせ● 板野町教育委員会 ☎672-0136／板野町健康の館 ☎672-3333

なぞなぞ問題：悪い悪魔使いが、この国の王様を動物に変えました。
　角が₂本で尻尾（しっぽ）が₁本。さて、この動物とはなんでし

ょ。？
ヒント：王に角２本と尻尾（しっぽ）１本をつけると…。
　 （答えは次回のファミリースポーツの広報に掲載します。）
☆（₉月）なぞなぞ問題のこたえ☆
　給食（きゅうしょく）（₉つの色（いろ）がある食事（しょくじ）ってな

ーに？）
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

Ca
le

nd
ar

日

曜
日

行　

事
／
事　

業

５

木

６

金

７

土

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム（
鳴
門
）　

午
後
２
時
～

8

日

寒
露

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

9

月

体
育
の
日

10

火

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室（
健
康
の
館
）　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

11

水

２
歳
児
歯
科
健
康
診
査(

町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
１
時
～
１
時
30
分

心
配
ご
と
行
政
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

12

木

13

金

14

土

15

日

資
源
ご
み･

大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

16

月

肺
が
ん
検
診(

町
内
巡
回
）・
大
腸
が
ん
検
診(

町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
前
８
時
30
分
～
11
時

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

17

火

肺
が
ん
検
診(

町
内
巡
回
）・
大
腸
が
ん
検
診(

町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
前
８
時
30
分
～
11
時

日

曜
日

行　

事
／
事　

業

１

水

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

２

木

第
30
回
板
野
町
社
会
福
祉
大
会（
文
化
の
館
）　

午
後
１
時
～

３

金

文
化
の
日

４

土

５

日

第
11
回
ふ
れ
あ
い
隣
保
館
ま
つ
り（
東
公
会
堂
）　

午
前
９
時
～

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

６

月

脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時

７

火

立
冬

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

8

水

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時

心
配
ご
と
行
政
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

9

木

10

金

10

11

月

月



担
当
時
間

　

平
日
：
18
時
～
22
時

　

休
日
：
９
時
〜
22
時

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　
北
島
町
　
き
た
じ
ま
田
岡
病
院
（
全
日
対
応
で
す
が
、
確
認
す
る
こ
と
。）

　
藍
住
町
　
稲
次
整
形
外
科
病
院
（
水
曜
日
・
土
曜
日 

受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　
板
野
町
　
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

※
休
日
・
夜
間
緊
急
病
院
は
、
変
更
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
電
話

し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

当
番
医

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
／
電
話
番
号

10 月
５

木

中
川
整
形
外
科
藍
住
町

6
4
1

–

2
2
8
8

６

金

稲

次

整

形

外

科

病

院
藍
住
町

6
9
2

–

5
7
5
7

７

土

平

野

内

科
北
島
町

6
9
8

–

8
0
6
0

８

日

小
松
泌
尿
器
科
藍
住
町

6
9
2

–

1
2
7
7

9

月

上
板
整
形
外
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
上
板
町

6
3
7

–

6
6
0
0

10

火

浜

病

院
藍
住
町

6
9
2

–

2
3
1
7

11

水

安

芸

内

科
藍
住
町

6
9
2

–

6
1
1
1

12

木

清

水

内

科
藍
住
町

6
9
2

–

8
9
0
0

13

金

あ
い
ず
み
皮
ふ
科
藍
住
町

6
9
2

–

9
2
1
1

14

土

山
田
外
科
内
科
北
島
町

6
9
8

–

5
5
0
0

15

日

竹

本

内

科
板
野
町

6
7
2

–

0
1
7
4

16

月

奥

村

医

院
藍
住
町

6
9
2

–

2
4
0
3

17

火

山
田
眼
科
藍
住
藍
住
町

6
9
2

–

8
1
1
8

18

水

矢

野

医

院
藍
住
町

6
9
2

–

4
4
1
1

19

木

山

根

眼

科
藍
住
町

6
9
2

–

8
1
7
1

20

金

板
東
整
形
外
科
藍
住
町

6
9
2

–

5
1
5
1

21

土

吉
野
川
病
院
北
島
町

6
9
8

–

6
1
1
1

22

日

井

上

病

院
板
野
町

6
7
2

–

1
1
8
5

23

月

西
條
耳
鼻
咽
喉
科
藍
住
町

6
9
2

–

8
7
1
1

24

火

富
本
小
児
科
内
科
藍
住
町

6
9
2

–

7
2
2
8

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
／
電
話
番
号

10 月
25

水

中
山
産
婦
人
科
藍
住
町

6
9
2

–

0
3
3
3

26

木

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

オ

ク

ム

ラ
藍
住
町

6
9
2

–

4
7
7
1

27

金

き
は
ら
耳
鼻

咽
喉
科
医
院
藍
住
町

6
9
3

–

0
0
8
7

28

土

片

山

医

院
北
島
町

6
9
8

–

2
6
2
5

29

日

三

愛

内

科
板
野
町

6
7
2

–

0
1
7
6

30

月

近
藤
外
科
内
科
藍
住
町

6
9
3

–

1
1
8
8

31

火

こ
や
ま
小
児
科

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

6
3
7

–

3
2
1
1

11 月
１

水

大
久
保
内
科
藍
住
町

6
9
2

–

1
2
2
0

２

木

新

居

内

科
北
島
町

6
9
8

–

8
8
0
8

３

金

福

島

内

科
板
野
町

6
7
2

–

4
9
7
0

４

土

田

根

内

科

胃
腸
科
医
院
北
島
町

6
9
8

–

0
1
2
3

５

日

新

野

医

院
板
野
町

6
7
2

–

0
5
7
1

６

月

杉
み
ね
整
形

ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

6
9
3

–

1
0
2
1

７

火

増
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

6
9
3

–

3
0
2
0

８

水

小
松
泌
尿
器
科
藍
住
町

6
9
2

–

1
2
7
7

9

木

竹

本

内

科
板
野
町

6
7
2

–

0
1
7
4

10

金

井

上

病

院
板
野
町

6
7
2

–

1
1
8
5
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

日

曜
日

行　

事
／
事　

業

18

水

離
乳
食
講
座
・
股
関
節
脱
臼
検
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
前
10
時
15
分
～
10
時
40
分

心
配
ご
と
法
律
・
人
権
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
２
時
30
分
ま
で
）

巡
回
職
業
相
談（
総
合
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

19

木

３
歳
児
健
康
診
査（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
１
時
～
１
時
30
分

20

金

21

土

お
話
し
会（
文
化
の
館
・
図
書
館
）　

午
後
２
時
30
分
～
３
時

22

日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

23

月

大
腸
が
ん
検
診(

町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
前
８
時
30
分
～
11
時

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談　

午
前
10
時
～
12
時

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

資
源
ご
み･

大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

24

火

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

25

水

若
い
世
代
の
血
糖
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

心
配
ご
と
交
通
事
故
・
一
般
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

26

木

乳
児
健
康
診
査（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
１
時
～
１
時
30
分

27

金

大
腸
が
ん
検
診(

町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
前
８
時
30
分
～
11
時

管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談　

午
前
10
時
～
12
時

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
ラ
ー
ジ
卓
球（
健
康
の
館
）　

午
後
７
時
30
分
～

28

土

い
の
ち
の
講
演
会（
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム（
鳴
門
）　

午
後
２
時
～

29

日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

30

月

脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時

31

火
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう ●

　

は
じ
め
に
、
こ
の
夏
の
高
校
野

球
徳
島
大
会
で
は
、
玉
井
町
長
を

は
じ
め
多
く
の
板
野
町
の
皆
様
方

の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
優
勝
は
逃
し
た

も
の
の
、
二
十
五
年
ぶ
り
の「
準

優
勝
」と
い
う
こ
と
で
、
地
域
の

皆
様
方
に
何
か
し
ら
の
夢
や
勇

気
・
元
気
を
還
元
で
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
校
で
は「
地
域
に
愛
さ
れ
信

頼
さ
れ
る
学
校
」を
学
校
経
営
方

針
と
し
て
、
教
職
員
が
熱
意
と
団

結
力
で
生
徒
を
支
え
て
い
け
る
学

校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本
年
度

も
、
地
域
住
民
に
対
す
る
挨
拶
の

励
行
や
地
域
で
の
清
掃
活
動
、
板

野
町
に
あ
る
金
泉
寺
や
地
蔵
寺
で

の「
お
接
待
」等
、
学
校
行
事
に
お

け
る
生
徒
の
積
極
性
を
図
る
取
組

を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
板
野
町
の
皆
様
方
の

ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う「
学
ん
で

良
か
っ
た
、
学
ば
せ
て
良
か
っ

た
、
勤
め
て
良
か
っ
た
と
思
え
る

学
校
」を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
に
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
学
校

板
野
高
等
学
校金泉寺でのお接待 真

まこと

くん心
こころ

ちゃん 夏の甲子園徳島大会

お
は
な
し
会

日　

時　

十
月
二
十
一
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
二
時
三
十
分
～

会　

場　

文
化
の
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内　

容　

紙
芝
居
や
絵
本
の
よ
み
き

　
　
　
　

か
せ
無
料
で
す
。

新
し
く
は
い
る
本

西
郷
の
首	

伊
東　

潤
／ 

著

砂
上	

	

桜
木
紫
乃
／ 

著

最
後
の
密
命	

森
村
誠
一
／ 

著

銀
河
鉄
道
の
父	

門
井
慶
喜
／ 

著

武
士
マ
チ
ム
ラ	

今
野　

敏
／ 

著

マ
ス
カ
レ
ー
ド
・
ナ
イ
フ

東
野
圭
吾
／ 

著

ワ
ル
ツ
を
踊
ろ
う	

中
山
七
里
／ 

著

心
中
旅
行	

花
村
萬
月
／ 

著

ラ
イ
オ
ン
は
子
猫
に
夢
中

東
川
篤
哉
／ 

著

草
笛
物
語	
葉
室　

麟
／ 

著

ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ　

う
ま
そ
う

宮
西
達
也
／ 

作
絵

ふ
し
ぎ
な
の
り
も
の
ず
か
ん

斉
藤　

洋
／ 
作
絵

ト
ー
ス
ト
ン　
　

新
井
洋
行
／ 

作
絵

考
え
よ
う
！ 

子
ど
も
の
貧
困

中
嶋
哲
彦
／ 

監
修

冬
眠
の
秘
密　
　

近
藤
宣
昭
／ 

監
修

「
裏
切
り
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ー
ド
」

石
田　

衣
良
／ 

著

　

池
袋
ウ
エ
ス
ト
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
の

十
三
作
目
。

　

別
れ
た
妻
と
暮
ら
す
息
子
の
虐
待
を

知
っ
た
宅
配
ド
ラ
イ
バ
ー
。
母
親
が
悪

い
男
に
ハ
マ
っ
た
女
子
中
学
生
…
…
。

マ
コ
ト
は
彼
ら
を
救
う
こ
と
が
で
き
る

の
か
。

「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
へ
よ
う
こ
そ
！ 

」

濱
野　

京
子
／ 

著

　

柚
希
は
、
憧
れ
の
幸
哉
く
ん
と
同
じ

図
書
委
員
に
な
っ
た
。
幸
哉
く
ん
に
注

目
さ
れ
よ
う
と
図
書
委
員
会
の
イ
ベ
ン

ト「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」に
挑
戦
。

　

憧
れ
の
先
輩
を
追
っ
て
本
を
読
み
始

め
た
主
人
公
が
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を

通
じ
て
た
く
さ
ん
の
本
に
出
会
い
、
図

書
館
と
本
が
大
好
き
に
な
っ
て
い
く
物

語
。 新

着
図
書
案
内

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

259

　

今
年
四
月
か
ら
町
税
や
使
用
料

を
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
方
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

時
間
を
気
に
せ
ず
、
休
日
や
夜

間
も
納
付
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

平
成
二
十
九
年
四
月
以
降
に
発
行

さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド
印
字
の
あ
る

納
付
書
の
み
の
取
扱
い
と
な
り
ま

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
込
も
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
も
期
限
内
納
付

に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

10月・11月の休館日　表中 

11月

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土
10月

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

　ガ
ンバレ

　ガ
ンバレ

地元高校地元高校
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